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基質特異性拡張型ß-ラクタマーゼ (extended-spectrum -゚lactamase; ESBL) を同時に産生するこ
とがあり、日本を含む多くの国では αlrobacter属の臨床分離株における ESBL や AmpC 型ß- ラク
タマーゼ、の検出頻度は不明である。また、 ESBL 遺伝子とプラスミド性のキノロン耐性遺伝子
(plasmid -mediated quinolone resistance; PMQR) を同時に保有する腸内細菌科の出現によって、
その薬剤耐性機構の世界的な拡がりが懸念されるが、日本では αrobacter属の臨床分離株における
PMQR 遺伝子の保有率や ESBL との関連性は明らかになっていない。本研究では、全国より収集
した αlorbacter属 348 株を対象とし、 ESBL や AmpC 型ß-ラクタマーゼ、の検出頻度、地域特性、
PMQR 遺伝子との関連性を検討した。 αlrobacter属 348 株のうち、 192 株 (55.2%) が AmpC 型
ß- ラクタマーゼ、産生菌、 67 株 (19.3%) が ESBL 産生菌と判定された。 ESBL の型別では、 C koseri 
において CTX-M-2 が優位で、あった。 ESBL 遺伝子を保有する C koseri56 株のうち、 PMQR 遺伝


















質特異性拡張型ß-ラクタマーゼ、 Cextended-spectrum -゚lactamase; ESBL) を同時に産生することがあり、臨床下
現場における重大な問題となっている。さらに、近年では ESBL 遺伝子とプラスミド性キノロン耐性遺伝子
(plasmid-mediated quinolone resistance; PMQR)を同時に保有する腸内細菌科が出現し、 ß-ラクタマーゼ産生
菌と共にキノロン耐性菌の拡散も併せ懸念されているため、 0・'trobacter属の耐性遺伝子に関する基礎的・臨床的研
究をさらに進展させていく必要がある。しかしながら、 0・'trobacter属においては、 ESBL およびAmpC 型ß-ラク
タマーゼの検出方法が確立されていないこと、 PMQR 遺伝子との関連性についても明らかになっていないなど、
いまだ α'trobacter属の疫学研究は不十分な状況にある。
本研究では、本邦での α'trobacter属の臨床分離株を解析し、ESBL および AmpC 型炉ラクタマーゼの検出頻度、
地域特性、 PMQR遺伝子との関連性を検討したもので、本邦での C koseriの臨床分離株が CTX-M-2 を高頻度に
産生していること、 ESBL を産生する α'trobacter属が保有する PMQR 遺伝子を解析することによって、 qnrB4
と blasHV.12 の聞に有意な関連性があることを明らかにした。さらに、 ESBL およびAmpC 型pラクタマーゼの検
出頻度には明確な地域差があり、特に、福岡県と沖縄県において ESBL を産生する C koseriが高頻度であること
を示した。本研究結果は、本邦における α'tobacter属の薬剤耐性に関して新規性に富む臨床的にも重要な知見とな
っており、その意義は大きく、 α'tobacter属の疫学研究の進展に寄与する事、大であると考えられる。
以上、本研究は、本邦における 0・'trobacter属の臨床分離株における ESBL およびAmpC 型炉ラクタマーゼの検
出頻度、地域特性、 PMQR遺伝子との関連性について新たな知見をもたらし、審査の結果、本研究内容が十分学位
に値することが確認された。
よって、本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める。
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